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工業用水

四つの要素

水量

氷1トンを作るのに原料用に1.8m9その冷凍用に50

m3の水がいる.パルプ1トンを作るのに300～900m3

紙1トン(2,000ポンド)をすくのに200～800m3鉄

鋼1トンに300m3の水が必要である.

紡績工場には温度と湿度の調整用に1目分として

5,000m3から8,000m3の水がいるしアセテｰトファ

イバｰやテトロンの類は製品1トンに3,000m3以上

の割合で水が使われている.したがって一流規模の

工場では化学繊維5～10万m3/目(水源は河川敷の伏流

あるいは地下水)製紙5～15万m3(水源は河川水に

地下水)パルプ10～15万m3(水源はおもに河川水)

製鉄20～70万m3(水源は河川水に海水)火力発電所

50～100万m3(水源はおもに海水)というように大量の

水の確保が必要となってくる.

地下水の利用は日量1万m3以下の用水量の工場に圧

倒的に多いが1工場で日量4～5万m3まで揚水して

いる例もある.ふつうは工場敷地100m2当り日量

6～10m3ていどまでの揚水能力のところが多いが中

には100m2当り日量30～45m3も揚水しているとこ

ろがある.

井戸1本当りの揚水適量はふつう12～16吋孔径

150～300m深度の深井戸で1,000～3,000皿3ていどの

ものが多いがポンプの吸引力にものをいわせ天然の

供給量を上回って強引に揚水量を増しそのため井戸の

寿命をそこたうだけでなく地下水の不自然な消耗水

層の破壊をうながしているものが少匁くない.

水温

西周本の河川や湖沼ではその水温が夏季30丁前後

展水池に入る工薬用水
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東北｡北海道で20丁前後にたる.これに対して地下

水は一般に内陸の方から海岸の方に向かって次第に高

くなるがなお面目本で16～19丁東北･北海道で

8～15℃までのものが大部分を占めている.

冷却型工場の水温に対する希望はむろん低いほどよい

わけであるが一般冷却用にはまず20丁以下がのぞま

しくとくに冷凍機のコンデンサｰ冷却用には効率の

上からいっても16.C以下が歓迎される.とくに紡績

工場ではキャリヤｰ用に夏季16丁以下でかつ恒温の

地下水を欠くことができない.

冷却を行なって温度のあがった排水を冷却に再使用す

る場合温度を下げるには骨が折れる.常温までは冷

却塔で下げられるがそれ以下になると地下に注水して

地下水温と熱交換させる以外経済的に可能な方法はな

い.したがって冷却型工場での用水使用の合理化は

その冷却水温をぎりぎり何度までたかめても生産に支障

がないかという1点にしぼられてくる.しかし実際に

はある工場では25Tを限界としているのに同じ製

品を同じ方法で作っている別の工場では32Tの水温で

支障なくやっている…一といった関係がみとめられる.

水質

pHは中性溶存成分は少ないほどよい.しかし実

際にえられる天然の水にはSi02FeC釘ClHC03
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]二業製扁と工薬用水必要最

それに有機物が種々の割合で含まれておりこれらが加

熱･冷却･洗浄･製品処理などの各工程でそれぞれに

障害となることが少なくない曲地下水にはとくにFe

やC1など溶存成分の多いものがある.

しかし大局的にみるとわが国の地表水地下水は良質

の水でありPHは中性に近くC026～20PPmS04

2～10ppmSi0210～30ppm硬度5θdH前後有

機物の存在を示す過マンガン酸カリ消費量は1～5pp㎜

溶存度彫物総鑑§c～禍い岬でいどのい)が多く大
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陸各地のそれにくらべればめぐまれているといわざる

をえない.ただしアメリカなどではたとえばシエラ

ネバダ山脈の融雪水を工業用にもあてているのでそう

した水の分析結果をもってきて比較するとアメリカの

水の方が一段と良質なものに思われる.

水質でもつとも普遍的に問題になるのは濁度の問題

でありそれをとり除く除濁装置の施設が関心の約とた

る､それから軟化･除鉄･さらに各種の脱塩｡脱珪･

脱酸素など種々の水質改良法がある.

水経費

用水施設の減価償却放との間接費と送･揚水動力費

維持管理費などの直接費とがあげられるが価格構成か

らみると送･揚水動力費が過半を占めている.

海水が1m3当り0.5～1,5円河川水が2～7円地

下水が1～8円で平均4円ていどただし水量がまと

まっているといきおい1･m3当りの水経費は低廉と

なることはいうまでもない.

純度の高い水はボfラｰ･化学繊維の重合･薬品溶解

･抄紙･染毛･染色恋どの面で要求されるがとくに高

圧ボイラｰ･重合などや感光乳剤･トランジスタの製

造等には最高純度の水つまり超純水が要求されている

これらはイオン交換樹脂をはじめとして水の純度をた

かめるための諸般の浄水技術に負うところが多いが先

進諸外国の技術導入によって急速にその技術の開発を

行抵ったわが国浄水装置メｰカｰによりいまや水質

の面は天然の原水を自由に必要な水質にまで改良する

ことができるようになった.

これに対し外部の水を購入している場合には上水道

水の場合16～25円工業用水道水の場合4～5円とな

り全体として料金のあがっていく傾向にある.とくに

工業用水道水だと水源の取得難が目立ち1m3の水を

うるに16,000円から20,000円の建設投資を必要とする

ようにたってきた関係上水経費の値上がりは不可避で

あろう.低廉たるべき工業用水ではあるカミ水使用の

合理化を通じて1m8の水の生産効率をたかめることに

より水経費の値上がりに対赤していくことが是非と

も必要である.

化学ユニ場の蛇行冷却
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